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蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域で暮らす人びとがお互いに助け合って楽しく暮らす
ことを目指しています。 

私たちは､この地域の豊かな自然や人びとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と
考えます。 

その宝を活用することで､より豊かな地域と温もりのある人間関係を目指し、活
動しています。 

蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域通貨｢ま～ゆ｣を使って人と地域をつないでいます。 

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。 

❖ 自分の能力を再発見できます。 

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

 

わたしたちの願い 

俊篤 啓峰 
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厳寒期に開催されたま～ゆ市に集まった 12 名の猛者たちはま〜

ゆを愛するメンバーか？はたまた家にいられなくて来たメンバー

か？(笑)そんな冗談を交えながら、けんちゃんの司会でスタート。 

ハッピーバースデイ 

2月 22日生まれのアンジンさんをお祝い♪「77歳になりました。」 

インフォメーション 

◐ま～ゆ寺子屋 ハーブ体験講座のお知らせ（ケセラさん） ◐ま〜ゆ味噌仕込みのお知ら

せ（ミーすけさん） ◐会報は 2月 15日に発行（都々平さん） 

健康法についてみんなでトーク 

健康のために日頃から心がけていることはありますか？気を付けている事や、現在の体調について大い

に語り尽くしました(^^♪ 

◇かっとまん―ストレスを溜めないことは大事だけどストレスがある人の方が健康だと思う。解決しよう

と努めたりストレスと向き合ってそれを楽しんでいる。犬の散歩をして日々歩くことや、散歩途中で

人と会話することもいいのだと思う。 

◇ミーすけさん―肩ひざ腰など痛い所はひとつもないけど血圧だけが高い。歩くことや体を動かす事、

あまりクヨクヨしないし友達と話す事も元気の秘訣。 

◇りえチュン―食事の食べ方に気をつけている。最初に野菜やタンパク質から食べて、血糖値を上げな

い食べ方を意識している。会社でのお昼ごはんにはお米と一緒にオートグローツ、ひじき、あさり、

油揚げ、ちくわ、桜エビを炊き込んだご飯を食べている。 

◇ハヤちゃん―好き嫌いもあるし血圧も高いし、足も痛くなったりするのであまり元気じゃないかも…。

特に何もしていないけど、ヒートショックにならないように気を付けている。風呂場をあたためたり、

湯船に体を沈める時に自分なりの工夫をしている。 

◇そだっち―心臓に持病があるので水分を多く摂るように医者にも言われている。サウナも好きなので水分をとっ

て入るようにしている。脳梗塞の危険性もあるので、最近は別所温泉のあいぞめの湯にある岩盤浴へ行く。サ

ラサラした汗をかけるのでお肌にも良い。リーズナブルだし人もいないのでおすすめ。 

◇あやちゃん―朝起きてストレッチしている。肩甲骨を動かすように意識して体を動かすと調子が良

い。ハーブティーを飲むのも体が温まるのでおすすめ。 

◇都々平さん―健康法は特にない。体調が悪いから医者に診てもらっても数値的に悪い所は

ないと言われてしまう。好き嫌いが多かった母が92歳まで生きたことや、たばこや酒が好きだ

った父が88歳まで生きた事を思うと健康とは何か分からなくなる。 

◇トットちゃん―子供の頃は体が弱かった、そんな自分が今は元気でいる。規則正しい生活と食事も睡

眠もしっかりとること。温泉は万葉の湯に行って、寿限無でおしゃべりするのがストレス解消になって

いい。「死んでみなけりゃわからない。 

◇ヒデさん―60歳の時、60キロだった体重が72キロになった。始めはウォーキングをして2か月で6キロ減った

が、その後は減らなくなったので走ってみたら膝を痛めてしまった。食事の量を朝が一番多く、昼は普通に、夜

は少な目…と工夫したら今は元の60キロに戻った。朝起きてリンパマッサージをしたりラジオ体操もしている。 

◇ケセラさん―アクアプラザで泳いだり歩いたりする運動が自分に合っていて 20年以上続けてきたけど、

最近は休館中でプールに行けない。プール後のサウナやジャグジーも楽しみだったのにできない事

が、今はストレスになっている。時間をもてあましているし、健康じゃない気がしている。 

◇アンジンさん―唯一やっているのはウォーキング。毎日 7000〜8000 歩 歩いている。家の周辺が坂道なのも負

荷がかかっていい事と思えるようになった。 

 

2月の



 

 

歯ブラシをください №204かっこう 

● ホテルや旅館でサービスの 

歯ブラシ・石鹸・タオルをください 

●  1点につき  1ま～ゆお払いします 

上田市十人 74-17   080-3417-3234 
ka3716jp@gmail.com 
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◇けんちゃん―皆さんの話を聞いていると、規則正しい生活と好き嫌いなく何でも食べること、そして

やっぱり歩くことが良いんだなぁと再確認した気がした。 

 

皆さんのお話を参考にし

て、寒さに負けず日々元気

に過ごしていきましょう！ 

あやちゃん 

 

 

 

 

ようやく春めいた陽気になってきた 3月 10日。 

司会はフレッシュな りえチュンが担当。初めて

で少し緊張ぎみ？だったようですが元気な声と拍

手でま～ゆ市が始まりました！ 

モノ・コト交換 

Aya さん「卓上カレンダーどうぞ」→りえチュン「会社で使わせてもらいます」 

ハッピーバースデイ 

♢ケセラさん（3月 8日生） 3月 8 日は女性国際デーでもあるので、憲法

とジェンダー、そして人権について考えるきっかけになります。 

♢あやちゃん（3 月 14 日生）姪っ子の赤ちゃんの誕生を目の当たりにして、

誕生日のありがたさを改めて感じました。 

♢ハヤちゃん（3 月 19 日生）四阿山へ行ってきたら、登り下りも大渋滞。ス

ノーシューを使っての山歩きが流行っているようです。 

【初めての方 鈴木さんご挨拶】 

「曽田さんからま～ゆの事をお聞きして、みんなの家に行かせてもらったりしまし

た。今回初めてま〜ゆ市に参加しましたが、時間が合う時には他の行事にも参加さ

せてもらいます。よろしくお願いします。」 
 

インフォメーション 

◆「奄美大島から辺野古埋立のための石材土砂調達反対署名」のお願い（峰ちゃん）◆ま～ゆ寺子屋「いと

ちゃんの和菓子作り」（ケセラさん）◆ま～ゆ寺子屋「上田市水道事業広域化について」（同）◆レクチームか

ら 6/19・20「とうぶ休養村」へ宿泊（ミ―すけさん）◆いっちゃさんの落語制作中です（都々平さん） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

3 月のま～ゆ市
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「私の防災」をテーマにみんなでトーク 

東日本大震災・原発事故から 14年が経ちました。時間が経過しても解決されていない問題も多くあり、

災害の爪痕の大きさを感じます。 

今回のま～ゆ市では「私の防災」というテーマでそれぞれの思いを語りました。 

防災に対する準備をしなければ…と思いつつあまり準備できていない…と回答する方が多かったで

すが、参考にしたいなぁと思う意見も多々ありました。 

＊ケセラさん―あまり準備していないけれど、避難所で一番大変なのはトイレの問題だと聞いたので、簡

易トイレは用意している。 

＊ハヤちゃん―台風 19 号の時、停電してオール電化だった自宅で食事が作れず大変だった。そんな経

験から食料などの蓄えをしているし、蓄電池もあります。皆さん困ったら家に来てください。何かあっ

たらまず自分が小泉に住む義母の所へ駆けつける…など、常にそういう心づもりをしている。 

＊都々平さん―準備という準備はあまりしていないけれど、水は溜めてあるし、電気が使えなくても薪ス

トーブがあるから火を使えるので暮らしていけると思う。ハザードマップで確認したら、千曲川が氾

濫しても寿限無は大丈夫らしいので、皆さん何かあったら寿限無に来てください。昨年元日の地震

の時は突然の揺れに慌ててコタツに頭を入れていたけど、よく考えたら周りは棚だらけ。本など色々

落ちてきたら大変な事になっていた。後で思えばトイレに入っていた方が身を守れると思った、柱の

数が多い場所の方が頑丈なのだから。 

＊そだっちさん―水が重要だなと思うので、車には常にポリタンクが積んである。出先で震災に遭ったこ

とがきっかけで、出かけた際には避難経路を確認するようになった。 

＊（初めて参加の）鈴木さん―とくに何もしていないのですが、皆さんのお話を聞いていて、つながりを持っ

ていると、こういう時には「家に来てね」という助け合いができるので、人とのつながりが大事だなと

思いました。 

＊ヒデさん―非常用持ち出し袋に入れるモノをリストアップ…例えばラジオ、懐中電灯、モバイルバッテ

リーなどの他、大事なものや貴重品など（権利書、保険証書、通帳、パソコンのデータ）をまとめて置

けばいいのかな？…でももし盗難にあったらひとたまりもないなぁ(笑)大事なものをまとめておくの

も考えものか…とも思った。 

＊りえチュン―台風 19 号のあと、被害の大きかった豊野へボランティアへ行った。浸水がひどくて住め

なくなった家を目の当たりにしたり、畳をはいで土砂を掻き出す作業の手伝いをしたが果てしない

作業で途方にくれる思いになった。そんな経験をした事で防災グッズを揃えたり準備しなきゃ…とい

う考えになった。リュックは常に用意していて、トイレットペーパー、乾パン、水、モバイルバッテリー、

簡易トイレ、カセットコンロ、ガスボンベなど一

通り準備している。 
 

司会の りえチュンからボランティアの体験談

や、皆さんの話しを聞いてとても参考になりま

した。今後もいつどこでどんな災害が起きるか

分かりません。とっさの機転で助かった人はほ

ぼいない、それまでの「訓練」「備え」「心づもり」

などをしていた事で大きな被害を免れ最小限にできる…と言われています。今回のトークが皆さんの今

後の「備え」につながっていけばいいな、と思います。 あやちゃん 
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 ハーブ体験講座 2 月16 日、 

春を思わせるような暖かい日曜の昼下がりハーブ講座を開きました。 

まず初めに資料を使ってハーブとは？に始まり、冷え性の原因や対処法、免疫力を高める方法などを

解説してもらいました。 

次にハーブティーの有用性や各種効能などを話されました。ハーブティーは抗酸化作用があり、リラック

ス、リフレッシュ効果があります。さらに自律神経を整える効果もあるそうです。 

途中でハーブティーを入れていただき、香りを楽しみながらリラックスした雰囲気の中でお話を聞きまし

た。この後、用意された１３～14 種くらいのハーブの効能を一つづつ詳しく説明され、自分好みのハーブ

ブレンドティーを作りました。 

持ち帰り用３種とお試し用の４種類を作りました。 

その後、それぞれが自分専用のハーブティーを試飲しました。どれ

も素敵な出来上がり。 

冷え性、高血圧、便秘や睡眠の質の改善などに役立つハーブティー

を日々の暮らしに取り入れ、自分でもハーブを栽培して作ってみたい

と思いました。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

講師のあやちゃんには、本当にお世話になりました。お疲れさまでした。 

参加された皆さん、本日はありがとうございました。 ま～ゆ寺子屋担当 ケセラ 

 
 

大豆が不作で全量買い取りとなり、糀も米

の値上がりが響いてか高騰して、いつもより

高値になってしまいそうな心配が…。 「ま～

ゆ支給＝作業賃は泣いてもらおうか？」のご

意見もありましたが「気は心」で、一律 300 ま～ゆ(だけ)つけて試算し、ごんべえさん・ミーすけと３者で

額を合わせて熟慮した結果は ５５０円/㎏です。 

そして 3月 24日、ま～ゆ恒例の味噌作り(１５７㎏)が無事終わりました。２０日から２４日まで作業があ

る 1大行事です。 

前日まで雪が降るほどの寒さが、急に春めき好天気にも恵まれて仕事をすれば汗ばむくらいでした。手

順もよく楽しく語り合いながらの味噌作りはすべて順調、いつもより量が少なく仕事が楽で、(値が張った

だけあってか)丸まるとしたすばらしい豆です。ちょいとつまんで口に入れたら思わず｢うまい｣。きっとおい

しい味噌ができることでしょう。原料大豆はコウジイラズだから高級品です。 

ミーすけ＆都々平 

作業内容 参加数 作業賃 作業内容 材料費 
数

量 
  単価 支払金額 

耕運 1 300 300 糀代 50 kg  840 42,000 

  0   0 大豆代 43.2 kg  700 30,240 

耕運・草刈 1 300 300 塩 18 kg  280 5,040 

  0   0 水 4 日 240 960 

種まき準備 1 300 300 アルコール 1   1,518 1,518 

大豆種まき 11 300 3,300         0 

草取り(1回目) 9 300 2,700 会場費 3 日 1,000 3,000 

草取り(2回目) 8 300 2,400 小計① 82,758 

選別(1回目) 0 300 0 前年より繰越 -17,090  

準備・豆洗い等 21 300 6,300 大豆売上 -5,000  

糀・塩 買付手数料 2 300 600 小計② -22,090 

システム運用手数料 0 0 0 合計 60,668 

        次期繰越金 8,982  

ま～ゆ味噌仕込み
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初めての 和菓子作り体験講座 
 

３月１５日の土曜日午後１時半から市民プラザ・ゆうでま～ゆ

寺子屋和菓子作り体験講座を開きました。 

きっかけは、昨年の餅つき会の時に“大福もち
”
作りの手さばきがめちゃくちゃ上手だった柿沼いとちゃ

ん（中学１年生）を感心しながら見とれました。聞けば和菓子作りが趣味との事。そこでま～ゆ寺子屋で和

菓子作りの講師をお願いしたところ、とても快く引き受けてくれました。（母親のかおるんは、教えた経験が

ないからと心配していましたが・・・） 

いとちゃんに教えてもらい、名取製餡に白餡を事前に予約。こし餡はスーパーで購入。色粉は、あやち

ゃんにお願いしました。黄色はカボチャ、赤色はビーツ、緑色はホウレンソウの有機の色粉です。練りきり

の材料の求肥はいとちゃんが事前に作ったものを持参してくれることに。こうして材料はすべて整い当日

を待つばかり。 

さて当日。開始時間前に講師のいとちゃんと事前打ち合わせをしながら道具をそろえていたら、「あっ！

大変。求肥を家に忘れてきちゃった～」との事。わ～どうしよう。頭が真っ白に。多分いとちゃんも。求肥の

ありそうなスーパーやお菓子店をあちこち電話するも「すみませんね。店にはおいてないです」とつれない

返事ばかり。さて、どうしたものかと困っていると、いとちゃんが思い立ってスマホで材料を確認して求肥

を作ることにしました。その材料をしんこちゃんといとちゃんで買いに行き、動画を見ながら求肥が出来上

がりました。心配していた全員がほっとしました。かえって求肥作りが分かって良かったという声も。初め

て見る求肥はなんと甘くて柔らかい羽二重餅みたいでした。 

いよいよ練り切り生地を作る作業です。２グループに分かれ、白餡と水を

鍋に入れ良く練ります。弱火で水分を飛ばしながら鍋肌に材料を貼り付け、

少し乾いたらかき寄せる作業を何度も繰り返します。思ったより力が要りま

す。「こんなに手間がかかるなんて」、「結構力がいるものだね～」と、みんな

でわいわい言いながら代わるがわる作業をしました。この共同作業がなん

とも楽しいもの。講師のいとちゃんは手つきが良く、しかもみんなを褒めるのが上手です。小学生のこうし

ろうくんも力を入れて練っています。次に餡を裏ごしするのがまた大変。いろいろ道具を変えながらやって

みました。白布に落として何度も揉みこみます。出来上がった練りきり生地を

小さく分けて自分の好きな色粉を付けて揉みこみます。次第に淡い黄色やピ

ンク、薄緑色の生地が出来上がっていきます。丸めてミニヘラで切れ目を入

れて形を整えます。個性的な和菓子が次々と仕上がっていきました。「あ！ 

あんこを包むのを忘れてた～！」と、いとちゃん。みんなでまた生地を平たく

伸ばしてこし餡を包み、再度丸めて形を整え、切れ目を入れて完成。 

最後に出来上がった和菓子をいただくお茶の時間です。「次はお抹茶があるともっといいね」、「こんな

に手間がかかる和菓子はゆっくり味わわないと」「和菓子の値段が高いのも納得だね」「和菓子屋さんが

少なくなるのは寂しい」と、にぎやかなお茶会になりました。 

和菓子作り初体験者ばかりでしたが。講師のいとちゃんが上手にみんなを

ほめて、笑顔あふれる体験講座になりました。講師初体験のいとちゃん、お世

話になりました。そしてお疲れさまでした。参加された皆さん、ありがとうござ

いました。お陰でとても和やかな和菓子作り体験になりました。 

最後に和菓子屋さんになりたいといういとちゃんの夢を応援しています。

  

寺子屋担当：ケセラ 
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下駄屋さん 

甲田さんは木町で履物屋さんをしていて、３代

目になります。 

昭和２2 年戦後にこの場所に移ってきました。

お父さんは木を削って二本歯の下駄を作り、鼻緒

を立てて下駄を作る商売をしていました。 

花街 

ここは大正小路と言って花街だったそうです。 

贔屓
ひ い き

にしている女の人に草履を買ってやる旦

那衆がいました。さぞ華やかだったことでしょう。 

甲田さんは中学生の頃、体が大きかったので、

お姐さんに声をかけられたことがあったと話され

ました。 

甲田はきもの店へ展開 

時代と共にズック靴や万年草履(草履の裏にゴ

ムが貼ってある)等品数が増え、商品の数は靴が

多くなり履物屋さんに移っていきました。 

履物屋さんには靴から商売を始める人と、下駄

職人から始める人があるそうです。まさに甲田さ

んは下駄屋さんからの出発です。 

軒先にサンダルのワゴンが並び、店内は男性用

女性用の靴がいっぱいです。お店を覗くと奥の方

に下駄と草履が並んでいる棚があります。遠方か

らのお客さんもあるそうです。昨日も山之内町か

ら手直ししてほしいと下駄と草履が届けられたと

話してくれました。また甲府からも下駄を買いに

来てくれるそうです。和履(下駄・草履)の修理が

できる人はいなくなってきて、甲田さんは県内で

は数少ない職人さんです。 

お会計は現金で。 

クレジットカードを使いたいというお客さんも

いますが、丁重にお断りしているとか。変える気

持ちはないそうです。 

ま～ゆの会員の中にも何人かお客がいます。

私も買います。サービスをしてくださるし、とても

履きやすい靴です。 

皆様もいかがですか？ 

店は特別な用事がない限り年中開けています。 

お店は「あと５年は続けたいと思っています」と話

されました。将来ここを閉めると、染谷高校のあた

り(新田地域)の住まいに移ってしまうそうです。 

家での生活 

甲田さんは東京で６年間勤めて、こちらへ帰っ

てきました。会社で知り合った女性が奥さんです。 

今は健康で薬は何も飲んでいないとのこと。 

家では夜に 2 人が、思い思いに体操をしてい

ます。 

若い頃はゴルフや山登りなどしましたが今は野

菜作りに喜びを感じています。心身ともに健康で、

新聞をしっかり読むことが日課とのことです。 

野菜作り 

畑仕事は朝の１時間から１時間３０分ほど店に

出勤する前に出ています。ジャガイモ、ニンニク、

タマネギなど子供さんにも送って喜ばれています。 

「サツマイモも作ったけれど面白いね。こんなに

大きくなってと」手で表現してくれました。 
 

ま～ゆの行事にも参加したいけれど、年中店を

開いているので無理かな。 

ま～ゆの活動は興味があるので、会員はずっと

続けています、と話されました。 

８０歳を過ぎて穏やかに話をされる甲田さんは、

商人
あきんど

臭くない自然体の方です。 

2025.4.5 みーすけ 記 

 

№39甲田秀彰さん 

 

甲田はきもの店      №39 甲田 

● ご利用金額の 10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい 

●  靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます 

上田市中央4-6-24 

℡22-1272 
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ま～ゆ会員にききました。 

テーマは〝昭和〟 
  

昭和は青春桃の色  №71 トットチャン  

昭和39年「貧乏人は麦を食え」の時代をぬけ、いよいよ18歳社会人。 

父母を楽にさせたい、母にステキなブラウスを買ってやりたい、そんな夢を持ち就職した日の事が昨日の様に思い

出される。 

まもなく「日本列島改造論｣「所得倍増論」 大学生は「安保反対運動」に燃えている。世の中はめまぐるしく高度成

長期に向い、仕事も忙しかったが給料も倍々になリつつある。 

上田の町は益々輝きだした。ほていや、甲州屋、はなおか、八百福、若松屋、萩原靴店、桝林、いも平、ゆたかや。

平林堂、福昇亭等の海野町、原町、松尾町、駅前通りの夕方は若者でムンムン、すれ違いが大変!! 

私も友と町に颯爽と出掛けた。同期入社の 2 人は気も合い趣味も合い特におしゃれ、ファッション、化粧品の話し

には興味があった。この日も口紅、アイシャドウを念入りに化粧し、流行の洋服、流行の皮のバッグ、高いハイヒールに

身を包み、いつものレストランで目新しい夕食を取り日活の映画館へ、裕次郎、浅丘ルリ子、小林旭、赤木圭一郎の

映画はほとんど見た。たまに20歳未満お断りの映画にはスカーフとメガネでカモフラージュで入場。 

足元の悪い雪の日には白鳥と言う喫茶店でよもやま話から恋の悩みに閉店まで話し込む。 

時には気分を変えてニュー東京か真珠と言うダンスホールでハンサムな男性とジルバ、タンゴ、マンボを夢中で踊

ったよ、日頃のうさを吐き出すように。友は社交ダンスも上手でいつも先生級の人に誉められていたよ。X マスの日

のダンスホールはいつもの男女とは格別に違っていた。 

ある時は父の車を借りスカイレーンと言うボーリング場の早朝ボーリングを楽しんだ。この日は休日なので一日遊

んで帰る。 

又仲間や上司達と社会見学と称してネオン街袋町を皆で歩いた。バー、スナックの入口にはポンビ

キと称す男達が客引をしている。上司が行きつけのバー、スナックへ数ヶ所連れて行ってくれた、別世

界を初めて見た。ここは私の知っている上田と違い益々熱血、ここの男も女も我を忘れ皆ほとばしって

いた。私には目を見張る社会見学だった。 

若さとは有難い。よい時代に働き仲間に恵まれ楽しさを謳歌。感謝感激悔いのない昭和の私の青

春時代でした。 

良き時代の昭和  №55 みーすけ  

私が結婚して前田商店に来たのは昭和４６年の１月です。おじいさんと光俊さんの二人で商い

をしている小さいちいさい問屋です。周りは大きな問屋ばっかりでしたが、前田商店は私が加わ

って３人。子供も女の子が 2 人生まれて、おばあさんと 6 人が生活できました。その頃は毎月の

売り上げも去年より上がったと、帳面をつけている光俊さんはうれしそうでした。４８年はトイレッ

トペーパーが無くなると全国で大騒ぎしていました。そのころうちの商品はマスクがどんどん値上

がりして８０円が１００円に１５０円が２００円となりました。こんな程度の儲けでしたがうちにも恩恵

がありました。おじいさんは喜んで産地問屋さんのブラウスを 1 枚買ってくれました。今でも礼装

用として大事にしています。 

こんな小さい商売でも 2人の娘を私立の４年生の大学へ出せました。 

家の生活は厳しかったですが、勉強している娘を見るのは嬉しかったです。 

誰もが頑張れば生活できた昭和の良き時代でした。 
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昭和といったら昭和歌謡！  №426 ハヤチャン  

とにかく歌詞が短く覚えやすい。今でも曲が流れると思わず口ずさんでしまう曲が多い。メロ

ディが簡単でゆっくりしているからか、ドラマのように主人公の生きる情景が見えてくるからか。 

フォークソングやグループサウンズ、新御三家、花の中 3 トリオなど夢中になって一緒に歌っ

ていた。 

友だちと｢郷ひろみ、西城秀樹、野口五郎の誰が好き？｣とかで

盛り上がったり、アイドルの歌う曲の振り付けは超簡単だったの

で、すぐに覚えたり。 

また、ニューミュージックと呼ばれる、井上陽水、吉田拓郎、中島みゆき、ユーミンなどの曲を

聴いたり歌ったり… 

その頃になるとカラオケも流行し、ポップス、ロック、演歌、ムード歌謡まで、お酒の力で歌っ

てみたり…ね。 

また、オールナイトニッポンなどの、ラジオの影響も大きかった気がする。 

そして、チェッカーズなどのバンドブームが訪れ、ザ・ベストテン、トップテン、夜のヒットスタジ

オなど、テレビの歌番組黄金時代！寺尾聰の「ルビーの指環」は、12週連続 1位を獲得した。 

このところまた、昭和歌謡が再評価され、カバー曲が増えたり、ライブで JUJU がママになっ

て歌う、スナック JUJUなどわくわくします。 

№112 めばえ  

昭和の時代、畑の肥料は家畜や人の糞草木灰などでした。化学肥料が使われるようにな

ったのはいつ頃からなのかな？ 

人糞は貴重な肥料でした。重い人糞を運び畑に撒くのは大変な重労働でした。 

その畑で採れた野菜を人間が食べると、たまたま野菜に付いていた回虫などの卵を一緒

に食べてお腹に虫がわくこともありました。 

このことが問題になった事もありました。 

昭和 40 年はじめ、新米教師だった私。小学校低学年担当者は 5、6 年の女子だけの家

庭科を教える事になっていました。 

調理実習の家庭科教科書に、野菜に回虫などの卵が付いているかもしれないから、生野

菜は洗剤に浸けてから調理するようにと載っていました。   

普通に考えれば、卵が死ぬことは人間に良いはずがありません。よく考えもせず教科書通

りに…。 

その後洗剤による河川汚染が社会問題になりました。 

また、化学肥料が人体に及ぼす影響も問題に…。 

このことは、時々思い出され、本当に正しいとは何かと考えてしまいます。 

昭和の時代は私達の生活がものすごい速さで変わりました。 

情報も溢れ本当のことは何か見極めるのも難しい。 

学ぶことを忘れず、何が真実かを自分なりに考えてと思っています。 



 

 

 

 

 

  

懐かしき昭和時代  №441 そだっち  

自分にとって、昭和とは激動の時代だったイメージがあります。 

太平洋戦争では約 300 万人もの尊い人命が失われて、国土も焼かれた状態から復興し、現在の日本の繁栄が

あるのだから、日本のため尽力された先人の方々には感謝しかありません。 

また、昭和時代を過ごしたのは、ちょうど子供の頃なので、印象に残るのは、テレビが面白かっ

たことです！学校から帰ってきてから、ウルトラマンや仮面ライダー等の再放送に釘付けでした

し、ガンダム等のロボットアニメにも夢中でした(今もですが…笑) 

また、夕食時間にはプロ野球のナイター中継を見て、父親に巨人ファンに育て上げられました。 

王さんの現役時代をうっすら覚えてますが、やはりミスタープロ野球・長嶋さんの現役時代を

見てみたかったです！ 

現代は大谷翔平選手等、メジャーで活躍する選手が多いけど、昭和時代のプロ野球選手も、偉大な名選手が数多

くいらしたことも、思い出深いです。 

また、刑事ドラマも好きでよく見ていましたが、石原裕次郎さんが格好良くて憧れていました！ 

スーツの着こなしや所作、まさに大人の男って雰囲気が子供心に刺さって、いつかああいう大人になろう！と誓っ

たのですが…ちょっと失敗しました(笑) 

昭和時代は不便な事も多かったけど、世の中はエネルギッシュでキラキラしていたように思います。 

現代は先行き不安でどんよりしたイメージだけど、日本の発展のため尽力された先人の方々の努力を無駄にしな

いよう、これからも自分に出来ることをコツコツと社会の発展につながるように頑張っていきたいです！ 

テレビ黎明期  №130 建築よろず屋のヒデさん  

昭和 28年（1953年）2 月に NHK でテレビ放送が始まりました。「日本のテレビの父」と呼ばれた高柳健次郎氏

（1899～1990年）は浜松高等工業学校（現静岡大学工学部）で、昭和元年（1926年）12月に「イ」の文字の電送・受

像に世界で初めて成功しました。同時期に私の母方の祖父・髙柳厚が同校で物理の教諭をしていたため、よく間違え

られたそうです。 

私の家にテレビがやって来たのは、私が小学1・2年生の、昭和36・37年（1961・62年）頃のように思います。それ

までは、隣の家で毎日曜日に「月光仮面」や「ナショナルキッド」を見させてもらっていました。ある日曜日、隣の家に行

ったら「今日はダメ」と断られ、半泣きで家に帰ってきた私と兄を両親が見て、テレビの購入を決断したのかも知れま

せん。家電メーカーによる昭和 39 年（1964 年）の「東京オリンピックをテレビで観よう」キャンペーンも奏功したので

しょう。 

「テレビがやって来た」と記したのには訳があります。今のように量販店で購入して、

アンテナケーブルを接続し、スイッチを入れれば観られるというような簡単なものでは

なかったからです。購入するにあたって、まず懇意にしている電気店にカタログを持っ

て来て貰い、ひと通り説明を聴いてから、晩に父親が帰宅してから母親と二人で相談

し、後日電気店にまた家に来て貰い、購入するテレビの型番を告げます。 

それから、ひと月かふた月待たされ、据付の日には、電気店から 2 人で来て、屋根の上のアンテナ向きやブラウン

管の水平・垂直等のつまみを調整し、母親が代金を支払い、完了という一大事業でした。やがて、テレビが茶の間の

主役となり、家族の団欒を奪って行くことになるとは、このときは知る由もありませんでした。 
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元号  №147 かっとまん  

言うまでも無く元号は便利で何時までも残してほしいと思っています。しか

し、私は日常生活では西暦にこだわり、元号は避けています。元号ですぐに言

えるのは自分の誕生年だけです。元号で書かれた文章を見ると気分が悪くな

り、西暦を併記してくれと言いたい。海外情報との年代との比較が難しくなる

からです。 

国名は思い出せないが公文書に元号を使ってるアラブの国があった。しか

し、極めて形式的な書類なので、一般的には元号は認知されておらず、いずれ

消えるだろうと説明を受けた。イエーメンかスーダンだったような気がするが忘

れた。どこの国だったか調べてたら、元号は中国文化圏だけで、今は日本だけ

だと書いてありました。嘘だよ。 

しかし、私のように使わない日本人が増えると元号が消えるので、おとなしく

していよう。 

わたしの昭和・昭和のわたし  №1 ケセラ  

昭和・平成・令和と元号が変わるたびに、何年だっけ？と、戸惑ってしまいます。だから一般的には西暦を使

っています。アジア太平洋戦争（第二次世界大戦）終戦から５年後に生まれました。その年に朝鮮戦争が勃発

し、敗戦で疲弊していた日本経済が軍需特需で一息ついたとか。（私には知る由もないが・・） 

昭和３１年に小学校入学。丁度この年に私の村は昭和の大合併で名古屋市になりました。市営バスが通り、

井戸水を使っていたのが市営水道になったのが子ども心に印象的でした。小学４年の時の伊勢湾台風で港区

など南部地域で甚大な被害が出てたくさんの死者が出ました。近隣でも倒壊した家が数軒ありましたが、幸い

死者が出るような大きな被害にはなりませんでした。当時、学校にも被害にあった子どもたちが一時的に転校

してきたのを覚えています。また、この時期から農地をつぶして市営住宅があちこちにたくさん建てられました。

背景には伊勢湾台風の被災者を救済することもあったように思います。そのため小学校は一挙に児童数が増

えマンモス化し、分校が独立し 2 つの小学校になりました。第１次ベビーブーム世代の私たちは中学校が１０ク

ラス（１クラス５５人制）で、子どもがわんさといました。 

 大学入学時には学園紛争が激しさを増し、ゲバ棒にタオルで覆面した学生が大学を闊歩していました。大

学構内では火炎瓶が飛び交い、セクトが勢力争いをするゲバ学生たちにより大学がロックアウトされ授業は行

われません。仕方なく大学以外の場所で自主講座や自主ゼミが開かれ始めました。否応なく社会の問題、特

に政治に目を開かされたのはこの時でした。大学卒業時に父が言った言葉が忘れられません。「４年間まとも

に授業をしてないのだから、授業料を返してもらえ！」この時は何を寝ぼけたことを、と思ったけれど今なら裁

判沙汰になっているかもしれません。 

就職したのは１９７２年（昭和４７年）第１次オイルショックのころ。同僚がトイレットペーパーを買いに一緒に並

んでほしいと頼まれたのを覚えています。右肩上がりの経済に陰りが出始めていた時期でもあります。 

上田に移住したのは昭和５４年（１９７９年）。以来、子育てや地域活動に走り回り、たくさんの仲間に恵まれま

した。職を失くしたからこそ経験ができる、見える世界があるのを実感した年月でした。あれから４６年。我が人

生で上田が一番長くなるなんて若いころには想像もしていませんでした。面白いものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

かあちゃんハラ減った  №82 パレちゃん  

終戦の翌年に生まれ、みんな同じく食べ物がない時だから、子供はみんな、平気で生でたべ

ていた。 

まだ青い梅は塩をつけて食べ、さつまいもは、畑で掘って、産川で洗って生で噛った。 

クリは生で食べすぎるとアゴにおできができた。 

グミ、ナツメ、ユスラウメ、はたんきょう、スグリ、あんず、柿。 

イナゴ、蜂の子、ゲンゴロウ。 

家の側の細い川から、フナ、ドジョウ、どろがい。 

きゅうり、トマトは、畑からちょっといただいても、大人も大

声でどやしつけても大目にみてくれた。 

夕食は、うどんが多かった。お袋が、へっついの火の灯りのなかでうどんを打つのを妹と二人

で見ていた。側で親父がうどん粉で小さいブタをちょこちょこっと作ってくれてあまりの早さにビ

ックリした。 

納豆、とうふ、魚は、売りに来た。夏のアイスキャンディー売りが来ると喜んで買いに家を飛び

出しました。 

私の住む中塩田村から上田へ行くと、上田は今で言うと東京みたいで、ほていやのデパート

のガラスの戸に顔をぶつけて恥ずかしかった。 

話が脱線しました。 

昭和は語り尽くせません。 

№50 都々平  

私の昭和は物心がついた小学生頃からで、平成に替わるまでの 40年余りでしょうか。 

住まい 

生まれも育ちも海野町の裏通り。我が家は安普請の隙間だらけで雨漏りもよくしました。親

の稼ぎ(衣料品・雑貨の卸売業)は細々で借金経営の貧しいなか、母の内職(和裁)で食いつな

いでいました。 

食べ物 

商家だから食料は全て近所のお店に頼る暮らしです。麦飯と漬物に野菜の炒め物と(そのこ

ろ安価だった)サンマやらが食卓に並びました。肉は贅沢品の部類でハレの日ぐらいしか口に

入らなかったと記憶しています。 

その後、高度成長期のおこぼれにあずかって いくらか家計に余裕が出ましたが、子供達には

アイスクリームも人様のようには買ってやれませんでした。 

娯楽 

もっぱらラジオです。子供のころはNHKでしたが、1950年代に民放が始まると真空管ラジ

オでも東京の電波が入って主にラジオ東京(TBS)に周波数を合わせての｢ピヨピヨ大学｣｢素

人寄席｣｢浪曲天狗道場｣｢相撲解説の天竜さん｣が懐かしい。そうそう大阪の朝日放送にも耳

をそばたてたものです。 

大人になっても TBS の｢秋山ちえ子の談話室｣｢土曜ワイドラジオ東京｣を。今でも｢森本毅

郎スタンバイ｣は毎朝聴いています。FM 放送が始まると｢日曜喫茶室｣が楽しみでした。これら

を夢中になってカセットテープに録音しまくったものです。 

－11－ 
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ぎゅーひってなーに？   №55 ミーすけ 

いとちゃんのお饅頭づくりに出られなかったことが残念。 

ぎゅうひとは何ぞや？牛皮？スマホで調べると出てきた。 

“求肥
”
どうしてこんな字があてられているの？食べたことない！な

どと きよちゃんとごたごた話していたらじゅんちゃんが｢材料があった

から｣とあんこでイチゴを包んでお饅頭を作ってきてくれた。求肥が軟

らかく、あんことイチゴが何とおいしいんでしょう。私はイチゴ大福も

初めて食べたのだ。 

独り占めではもったいないので、たまちゃんにもお裾分けをして、あとは都々さんとありがたくいた

だいた。 

もつべきものは友、ありがたいことだ 

写真はイメージです 



 

 

－13－ 

初めまして 

№457 がくちゃんこと 中野区生まれ中野区育ちの中野岳春です。 
 

現在は秋田県北秋田市地域おこし協力隊伊勢

堂岱遺跡・JOMON コンシェルジュとして活動中。 

米国留学の5年以外は東京砂漠の中野区住まい、

雪国もローカル暮らしも行政職も初めてですが

縄文好きの一点で移住を決意。毎日がチャレンジ

の中、足掛け 3年が経ちました。最近は連日吹雪

でマイカーは一晩でかまくらのように雪に埋もれ

ます。 

日本中どこで災害が起こるかわからない昨今、

関東やご縁のある地域に何かあった時、避難に

呼んだりサポートし合える地盤も作りたいと思っ

ています。  

 現在は世界遺

産に 2021 年登

録された縄文遺

跡や北秋田市内

外を「午後は選べ

る JOMON コン

シェルジュと巡る

イナカ TAXI ツアー」として、北秋田市が合併前

の 4 町の観光資源の特徴を「北秋田市風林火山

プロジェクト」と名付け、ツアーなどしております。 

市内観光資源としては白鷹の伝説がある鷹巣

神社、世界一の大太鼓

のつづれこ神社、幻想

的な送り火が河岸にな

らぶマト火の合川、山

の狩猟民マタギの阿仁

と温泉、三大樹氷や高

山植物の花の百名山森吉山などがあります。  

 ユネスコ世界文化遺産「北海道・北東北の縄

文遺跡群」は津軽海峡を挟んだ北海道、青森、秋

田、岩手にひろがる 17 の縄文遺跡の文化圏。争

いなく思いやりに溢れ、農という環境破壊もせず

自然と共生した 1 万年以上の時代に日本の和の

文化の基礎はできました。技術的にも芸術的にも

優れ、縄文人の精神性は現代人より高かったか

もしれません。長野にも素敵な縄文遺跡がありま

す。持続可能性、SDGs、トランジションのヒント

はそこに見出せるかも知れません。 

「縄文&SDGs シール」というものも地域おこし

協力隊活動の中、作成し解説のブックレットを現

在執筆中です。  

1 万年以上も続いた縄文時代の遺跡を訪れ来

し方に思いを馳せ、行末
ゆくすえ

に思いを巡らすも一興。

ぜひ身近な縄文に触れ、遺跡にお運びください。 
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4 月 15 日 わが家の

テラスのフェンスに止

まったドバトのカップ

ルです。 

いちゃいちゃしている

姿がほほえましく可愛

いくて、ついパチリ。 

№50 都々平 

鳩のラブシーン 
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（9） 『丘の上の本屋さん 』 №130 ヒデさん  
 

2025 年 3 月 21 日付信濃毎日新聞の『論考』に朱喜哲（チュ・ヒチョル）氏の『書店の苦境私たちが失

うものは』が掲載されていました。それによると、この 20 年でまちの本屋が半減したそうです。上田でも

昨年、平林堂書店と清水書店が閉店しました。Amazon で多くの本を購入している私自身を棚に上げ

て、まちの本屋の大切さを教えてくれる 2021 年のイタリア映画『丘の上の本屋さん』（1 時間 24 分）を

紹介します。朱氏曰く「本を読むことで自分自身を語るための言葉を得るとともに、先達からの知的財産

を継承する『人類』の一員としての自身も発見する」。 

【あらすじ】 

ローマの北西約 150km に位置する標高約 600m の美し

いチヴィテッラ・デル・トロント村が舞台。そこの丘の上にある

小さな古書店。店主のリベロ（レモ・ジローネ）はある日、店の

外で本を眺めていた移民の少年エシエン（ディディー・ローレ

ンツ・チュンブ）に声を掛ける。好奇心旺盛なエシエンを気に入

ったリベロは次々と店の本を貸し与え、エシエンは、リベロが

語る読書の素晴らしさに熱心に耳を傾ける。本の感想を語り

合ううちに、2 人は年齢や国籍を超えた友情を築いていく・・・ 

監督：クラウディオ・ロッシ・マッシミ（1950 年～） 

 
 

キネマ春報〜episode  Ⅴ 〜『スミス都へ行く』  №469 Easy Writer 春  蚕  

原題 Mr. Smith Goes to Washington 

原作 Lewis R. Foster『モンタナから来た紳士』 

主演 ジェームズ・スチュワート 

監督 フランク・キャプラ 

製作 1939 年（昭和 14 年）、米 
 

ひょんな事から政治の素人が上院議員に選ばれた。彼は理想に燃えているが政治の世界は手厳しい。 

陰謀に巻き込まれてしまう、でも彼は負けない。圧巻は憲法の朗読を含む 25 時間にわたる演説。 

正義は守られるのか？ 

因みに T 大統領の最近の演説は 100 分間で過去最長らしい。 

さてその中身は？ 

 

 

「知ったかぶり」のお薦め  

№147 かっとまん  

自分で出来ないのに、仕入れた情報を元に得意になってしゃべる「知ったか

ぶり」が増えている。私は『知ったかぶりは社会に必要なもの』と思っている。

「情報を持ってる」から話せるんだ。ただ最近の『知ったかぶり』は可笑しいと

感じている。昔は情報の入手が難しく、仕入れたネタを精査し、解釈し、他の

情報と突き合わせを行い、その上で自分の考えを纏めてから話した。情報源

を秘匿する目的もあるが、最近は努力もしないで、飛び込んできた情報を、

精査もせず、あたかも自分の見解のごとく語る。 

間違えても良いから、自分の解釈を加えて「知ったかぶり」をしましょう。 
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動物のお話 その 2 №475 チンハ゜ン人 
 
お話会 

どうぶつのおはなし～動物の今を知ることから始まる私たちの未来づくり～ 

を終えて 

みなさん、こんにちは♪ 

前回に引き続き、動物のお話をさせていただけ

ればと思います。 

私は日々人間の欲のために犠牲になっている

動物（主に畜産動物）が、混沌とした世界から解

放されるために何ができるのかを考え、路上活動

やそれを伝えるお話会等を主催しています。 

今回は先日行った 

【どうぶつのおはなし～動物の今を知ることか

ら始まる私たちの未来づくり】という 

お話会についてお話できればと思います。 

One For Rights Kamakura（保護犬シェル

ター）の和香子さん、動物開放団体/アニマリズム

党（政治団体）の目黒さんをゲストに迎え、貴重な

お話を頂きました。 
 

ワンライツの和香子さんの

メインのお話は『殺処分 0 の

歪み』でした。『殺処分 0 の歪

み』とは野良猫や野良犬等で

保護、捕獲された犬猫を殺さ

ないでほしいという、人々の

やさしさからスタートします。しかし現実はそうい

った動物たちを保護した団体による多頭飼育崩

壊、ネグレクト等が発生しています。更に、無責任

な譲渡、引きこもり、脱走、事故死等、保護された

犬猫が幸せとはかぎりません。 

最終的には人間界でも法律も含め判断が難し

いとされている安楽死まで考えなくてはいけない

状況になっています。 

その大前提にあるのが、生体販売です。みなさ

んがペットショップ、ホームセンター等で目にする

動物たちです。商売として売るために改良され、

家族と引き離され、誰かが買ってくれるまであの

小さな箱で過ごします。そして売れ残った動物た

ちは引き取り屋に引き取られますが、虐待、ネグ

レクトの可能性があります。または殺処分です。

需要と供給を考えず、どんどん生産し、余ったら

捨てる、処分する、、、 

畜産業もそうですが、命を生産する、、、人間に

与えられた生産権利は人間の子供だけだと思い

ますが、、、人間の倫理観とは？考えさせられます

ね？ 
 

目黒さんは日本全国ほとんどすべての動物園

と水族館、２８３施設を現地調査し、動物園の動

物の実態を調べ、ほとんどの動物が異常行動をと

っている事に気づきます。 

※著書『動物園水族館閉鎖: 動物収容所の実態』

参考 
 

みなさんもよく考えると分かるとは思うのです

が、動物園の動物はもともと野生の動物です。そ

の動物が人間の娯楽のため、商売のために捕獲

され、家族と引き離され、不要であれば殺される。

そういった過酷な状況下で動物園に連れて来ら

れます。 

想像してみてください。もし自分だったら？もし

自分の子どもだったら？ 

あなただったら楽しい世界を想像できますか？

one room の部屋から一生出られず、常に人の

監視の中で、生活をする。異常行動を取らない自

信がありますか？ 
 

小さい頃、私は家族で上野動物園に行くのが

楽しみでした。 

ふと考える事があります。事実を知らない方が

幸せだったかもしれない。 

でも動物園の動物、水族館の動物は毎日のよ

うに捕獲、乱獲が行われているというまぎれもな

い実態があります。私たちは選択という自由を手

にしています。 

みなさんも、もう一度大切な人の事にあてはめ

想像してください。 

おのずと正しい道を選択するはずです。 
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今こそ叫ぼう №71 トットチャン  

 

青木村の栗林一石路
い っ せ き ろ

の生き方と真実を信濃毎

日新聞記者西島拓也先生にお聞きした。 

一石路は明治 27 年 10

月 14 日青木村細谷に、農

家の二男として誕生。明治 

大正、昭和を生きた俳人

でありジャーナリストです。

今年は生誕 130 年になり

ます。 

兄が早く独立したので

農家の家督を継ぐ立場にあったが、東京に出てジ

ャーナリストになる夢も固く家を継ぐ重圧に悩み

自殺まで考えたが 16 歳の年俳人荻原井泉水の

「層雲」に出合い同誌に投句、俳句と共に成長し

大事はまぬがれた。 

大正 9 年 10 月上小地域の青年による「信濃

黎明会｣の創設会員になったが遠ざかる。ヌこの

会員でもある山越脩蔵から信州自由大学の実現

に協力を求められたが断る。 

すでに一石路には自分の生活が村の農民の物

質的生活に潤いをもたせる様な仕事に心固まっ

ていたのか。大正 10 年青木村青年会は「青木時

報」創刊決議、村の青年達自ら取材し自由に意見

をのべ合う自由発行、一石路は初代編集主任に

就いた。 

ジャーナリストをめざす意志が増し、大正 12 年

3 月｢改造社」編集長、塩田村の横関愛造を頼っ

て妻と上京。改造社の社員となり編集に携わった。 

この頃より人脈を広げ、島崎藤村 賀川豊彦、

山川均、河上肇、大山郁夫等を頻繁に訪れる。昭

和 2 年改造社退社。通信者「新聞連合社｣入社、

ジャーナリストとして踏み出す。 

自由こそが時代の精神だとの思いが強くなる。 

昭和 4 年宮本宣治(元労農党)暗殺。宮本は信

州ともかゝわり深い無産階級。別所温泉に宮本の

記念碑がある。 

その頃小林多喜二「蟹工船」発表、島崎藤村

｢夜助け前」を中央公論に連載。一石路も青木宏

の筆名で精力的に句を発表、しかし大阪朝日新

聞が発禁。 

戦時体制下、思想 言論の弾圧は厳し

さを増す。しかし一石路は「俳句の友」「プ

ロレタリア俳句」を創刊、しかし発行と同

時に発禁。 

一石路は「俳句の本質は形式それ自身

にあるのではない。われわれが心からの

叫びを最も端的に明快に表現したいとい

う欲求がある限り俳句は滅びない」と反

論した。 

昭和 8 年作家小林多喜二特高警察の

拷問で死亡。 

一石路は俳句を諦めず、昭和 9 年

俳句生活」を創刊。しかし昭和 4 年の

山本宣治暗殺時に詠んだ句のような

熱血さはなくなった。 

昭和 23 年 11 月｢民報｣最終号とな

るまで一石路は戦前戦後青年、壮年

時代を、俳人、ジャーナリストとしてた

び重なる弾圧にもめげず強く生き、少

年時代の夢を支えに実現に向けて自

分を信じ気丈に少年の心で歩み続け

た人でしょう。 

青木時報は戦後複刊した。一石路

の志はしっかり炎となっている。 

私は以前戦争は知らず知らずのうちに連れて

いかれるのだと学んだ事がある。 

今日のお話しを聞き心に痛いものが走った。 

最後に先生は「青木時報」を文化財にしたいと

申して居りました。義民の村の反骨の空気をたっ

ぷり吸い込んだひとときでした。 
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街の気軽なマルチメディアショップ 

㈲ 伸和印刷   №57 中澤 

● ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください 

● 今、流行りの自分史を作ってみませんか? 

● 会議資料作りに便利な、製本機能付き 

高速デジタルコピー機導入しました 

上田市国分１-７-12 

℡22-7710 Fax22-7718 



 

 

大豆種播き
(3 回に分けて行います) 

✲ 日 時 ６月14・21・28 日(土) 
  ９時から 約 1時間 

✲ 場 所 秋和の畑 

✲ 持ち物 軍手､日除け帽子､飲み物､ 

※ 雨天のときは変更あり。 

 
５月の ま～ゆ市 

１０日(土) 1：30～ 
中央公民館 

5月の ほっこりカフェ 

18 日 (日) 10 時～ 
室賀 みんなの家 

 

６月のほっこりカフェ 

22 日 (日) 10 時～ 
室賀 みんなの家 

 

 
 会報に携わった人  

 編集長 前田光俊 

 記事 小林綾子・安井啓子・前田美枝子・ 

 イラスト 竹内紀子(カット)・ 

 市村俊篤
よしとく

・市村啓峰
たかみね

(表紙) 

 写真 竹内秀夫・前田光俊 

 校正 竹内紀子・前田美枝子・曽田充・ 

前田光俊 

代 表  竹 内 秀 夫 

ま～ゆ 連絡先  前 田 光 俊 

 〒386-0041 上田市 秋和  503-6 
TEL  0268-27-1230 

ホームページ ま～ゆ で検索可(～に注意) 
http://mayu.lolipop.jp/santo/ 

 

 

 

http://mayu.lolipop.jp/sa

 
6 月の ま～ゆ市 

１０日(火) 夜7 時～ 
中央公民館 

秋和 田植祭 
今年もにぎやかに田植えをしましょう  №2 ごんべえ 

日時 5 月31 日 （土）午前９時から２時間程 

場所 秋和ま～ゆ田んぼ   ※雨天決行です 

（秋和保育園北側。バイパスに向かって一本目の道沿い） 

配当    1回参加につき、ごんべえ米２kg 

持ち物  長靴、飲み物、田植のできるスタイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レクリエーションチーム企画 

殿戸街道を散歩  

期日 5 月27 日(火) 雨天中止 

♣集合 9：30 寿限無 または 10：00 青木道の駅 

五島慶太の美術館見学とくつろぎの湯に入浴 

♣持ち物 

・昼食・飲み物 ・参加費(車代・保険料)600 円 

♣申込 ミーすけ 27-1230   ５月２０日まで 

つらつら思うこと 

♦味噌用の大豆をかなり高値で買いました。糀も高騰

で、今年の味噌は値上がり？と思いきや前年とほぼ同

じでした。｢じゃあ畑で作らなければいくらになるのかな

ぁ｣とシミュレーションしてみたところ、なんと 465円/㎏

と信じられないような安値が算出されたのです。♦働か

ない方が得でしょうか、ふと考えてしまいます。でも“自

産自消
”
はま～ゆの根幹ですから崩すわけにいきませ

ん。♦米をはじめ諸物価高騰の折、トランプ旋風が吹き

すさぶ昨今です。もう一度“お金
”
のことを深く考え、持

続可能な暮らしを目指そうではありませんか。 

都々平 

レクリエーションチーム企画 

大田区青少年交流センター“ゆいっつ
”
で楽しもう 

期日 6 月19 日(木)～20 日(金) 

♣集合 9：30 寿限無→池の平湿原(昼食)レンゲツツジ

→金原ダム→交流センターゆいっつに宿泊 

20 日“ゆいっつ
”
出発→丸山晩霞記念館→力士

雷電の生家→雷電くるみの里(昼食)→  

14:00 寿限無帰着 

♣持ち物・19 日の昼食・飲み物 

・参加費(宿泊料・車代・保険込み)12,000 円 

♣申込 ねこさん・ハヤチャン・ミーすけ 

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫) 

● トラブルの多いリフォームだからこそお任せください 

● 家のことなら何でもお気軽にご相談ください 

● 消費税分「ま～ゆ」が使えます 

上田市御所274  ℡28-7532 fax 28-8190 


